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80077 2008/
04/25

80124 パルボウィ
ルス

Vox Sanguinis 2007; 93:
208-215

2005年3月から2007年3月の間にオランダで約260万の血漿成分検体を対象とし
て2種類のPCRアッセイを用いたパルボウイルスB19（B19V）のスクリーニング試
験を実施した。その結果、232検体がB19V DNA値100万IU/ml以上であった。
ヨーロッパ人ドナーにおいてはB19V遺伝子2型及び3型の保有率は極めて低い
と考えられた。

25

パ ボウ 年 月から 年 月 間にオ ダ 約 血漿成分検体を対象としパ ボウ 年 月から 年 月 間にオ ダ 約 血漿成分検体を対象としパ ボウ 年 月から 年 月 間にオ ダ 約 血漿成分検体を対象とし80077 2008/
04/25

80124 パルボウィ
ルス

Vox Sanguinis 2007; 93:
216-222

ヒト血漿中のパルボウイルスB19（B19V）抗原を検出するEIAを開発した。本アッ
セイを用いて無症候性ドナーから採取したウイルス血症性の献血検体を検査し
たところ、低pHの状態ではB19V検出が大幅に増加した。また、B19抗原の検出
はB19 IgMまたはIgG抗体存在下で影響を受けなかった。B19V IgMアッセイと併
用することにより、急性B19感染の91%を検出した。B19V IgM検出法とB19V抗原
EIAの併用はPCRに替わるB19V感染の有効な検出法となると思われる。

26

パ ボウ ト血漿中 パ ボウイ （ ）抗原を検出する を開発した 本パ ボウ ト血漿中 パ ボウイ （ ）抗原を検出する を開発した 本パ ボウ ト血漿中 パ ボウイ （ ）抗原を検出する を開発した 本80033 2008/
03/18

71045 パルボウィ
ルス

Vox Sanguinis 2007; 93:
341-347

過去30～35年間に製造された第Ⅷ因子製剤中にヒトパルボウイルスが存在する
かを調べた。175ロットのうち28ロットがPARV4シークエンスを含み、その内2ロッ
トにジェノタイプ1型及び2型の両方が存在した。最大ウイルス量は10＾
5copies/mL以上であった。PARV4陽性の第Ⅷ因子製剤の大部分は1970年代及
び1980年代に製造されていた。B19Vは175ロット中70ロットで陽性であった。

パ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ 過去 年間に製造された第 因子製剤中に トパ ボウイ が存在するパ ボウ 過去 年間に製造された第 因子製剤中に トパ ボウイ が存在するパ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ に同じパ ボウ に同じ80077 2008/
04/25

80124 パルボウィ
ルス

Vox Sanguinis 2008; 94:
74-80

パルボウイルスB19(B19V)の新規の遺伝子型が発見されていることから、種々
の遺伝子型のB19V検出及び定量結果を統一する方法を見いだす目的で国際
ワーキンググループ会議が2007年3月に開催された。その会議の要旨である。
会議では、B19V株の分類、種々の遺伝子型の有病率、分布、臨床的意義など
が検討された。また、特性が十分に明らかになっている標準物質を用いたアッセ
イの標準化について合意が得られた。

27

パ ボウ パ ボウイ ( ) 新規 遺伝子型が発見され る とから 種パ ボウ パ ボウイ ( ) 新規 遺伝子型が発見され る とから 種パ ボウ パ ボウイ ( ) 新規 遺伝子型が発見され る とから 種80054 2008/
04/11

80053 ヒトポリオー
マウイルス
感染

Science 2008; 319: 1096-
1100

メルケル細胞癌(MCC)検体をdigital transcriptome subtraction法を用いて検査
し、新種のポリオーマウイルスを同定し、メルケル細胞ポリオーマウイルス(MCV
またはMCPyV)と命名した。このウイルスはMCC腫瘍10検体中8例(80%)で検出さ
れたが、対照組織検体では59例中5例(8%)、対照皮膚組織検体では25例中4例
(16%)でしか検出されなかった。MCVがMCCの病原因子である可能性が示唆さ
れた。

28

トポリオ メ ケ 細胞癌( )検体を 法を用 検査トポリオ に同じトポリオ に同じトポリオ に同じトポリオ に同じ80046 2008/
03/25

71076 ブルセラ症 J Travel Med 2007; 14:
343-345

64歳の日本人男性が6週間続く発熱で1998年6月2日に都内の病院に入院した。
入院時の血液培養からグラム陰性桿菌が検出され、Brucella melitensis2型と同
定された。患者は同年3月にイラクに滞在し、ヒツジのチーズを摂取したことが明
らかとなった。患者の妻(60歳)が同年5月31日から発症し、Brucella melitensisが
血液と関節液の培養で検出された。イラクの帰国者からその妻へ、ブルセラ症
が性感染した可能性がある。

29

ブ セ 症 歳 本人男性が 週間続く発熱 年 月 に都内 病院に入院したブ セ 症 に同じブ セ 症 に同じブ セ 症 歳 本人男性が 週間続く発熱 年 月 に都内 病院に入院した80059 2008/
04/22

80083 ペスト Emerg Infect Dis 2007;
13: 1459-1462

2003年6月から7月にアルジェリアOran地区においてペストの集団感染が発生し
た。同国では、この疾患は50年以上報告されていなかった。腺ペスト症例18名が
特定され、Yersinia pestisが6名から分離された。初発患者を除き、全員が回復し
た。標的予防的化学療法、衛生、ベクターコントロールが、感染制御上重要な役
割を果たした。疫学的、分子生物学的な知見から、当該期間中、現地の保菌動
物の存在が強く示唆されたが、その起源については特定できなかった。

30

ペ ト に同じペ ト に同じペ ト 年 月から 月に ジ リ 地区にお ペ ト 集団感染が発生し80046 2008/
03/25

71076 リケッチア
症

Jpn J Infect Dis 2007; 60:
241-243

血清学的、微生物学的に確定された日本紅斑熱の初めての死亡症例を報告す
る。淡路島在住の77歳男性で、2005年9月2日に食欲低下を呈し、翌日、下腿に
皮疹が出現、4日目に38.7℃の高熱、歩行障害、構音障害が出現、肝機能障害
が急速に進行し、DIC、消化管出血により8日目に死亡した。右肩にダニ刺し口
があった。血液よりDNAを抽出し、PCRを実施したところ、塩基配列はR. japonica
と100％一致した。日本紅斑熱は増加傾向にあり、注意が必要である。

80030 2008/
03/12

70993 ﾘﾝﾊﾟ性脈絡
髄膜炎

N Engl J Med 2008; 358
10.1056/NEJMoa073785

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例が移植後4-6週後に死
亡した。他のいかなる方法でも原因不明であったが、2例のレシピエントの移植
肝および腎から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解析すること
により、ﾘﾝﾊﾟ性脈絡髄膜炎に関係する新規のアレナウイルスが原因であること
が明らかとなった。レシピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認された。この方法は病原
体発見の強力な手段である。

ﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 に同じ80054 2008/
04/11

80053 ﾘﾝﾊﾟ性脈絡
髄膜炎

N Engl J Med 2008; 358:
991-998

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例が移植後4-6週後に死
亡した。他のいかなる方法でも原因不明であったが、2例のレシピエントの移植
肝および腎から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解析すること
により、ﾘﾝﾊﾟ性脈絡髄膜炎に関係する新規のアレナウイルスが原因であること
が明らかとなった。レシピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認された。この方法は病原
体発見の強力な手段である。

ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じ
7/10
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ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死ﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 に同じﾟ性脈絡 オ ト リ 人 ドナ から臓器移植を受けた 例が移植後 週後に死80045 2008/
03/25

71075 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

2007年プリオン研究会
Poster-38

BSE感染ウシ由来の脳乳剤を用いてPrPresのin vitro感染系の確立を試みた。
感染させたヒト由来グリオーマ細胞株から抗プリオン抗体に反応する約30KのPK
耐性のバンドが検出された。このバンドは非感染細胞には存在しなかった。ま
た、9ヶ月継代した感染細胞の培養上清に伝達性があることが明らかとなった。
さらに20nmのウイルス除去膜によって培養上清の伝達性が減少することが認め
られた。

異型ク イ 年プリオ 研究会 感染ウシ由来 脳乳剤を用 感染系 確立を試 た異型ク イ 年プリオ 研究会 感染ウシ由来 脳乳剤を用 感染系 確立を試 た異型ク イ 年プリオ 研究会 に同じ異型ク イ 年プリオ 研究会 に同じ異型ク イ 年プリオ 研究会 感染ウシ由来 脳乳剤を用 感染系 確立を試 た異型ク イ 年プリオ 研究会 に同じ異型ク イ 年プリオ 研究会 に同じ異型ク イ 年プリオ 研究会 に同じ異型ク イ 年プリオ 研究会 感染ウシ由来 脳乳剤を用 感染系 確立を試 た80045 2008/
03/25

71075 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

Arch Neurol 2007; 64:
1780-1784

運動失調や記憶障害などを呈し、発症後14ヶ月で死亡した患者（39歳女性）の
剖検を行ったところ、白質の広汎な変性と皮質および白質におけるPrP沈着を示
す非定型孤発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析した結果、
vCJDでみられるPrPSc 4型と似た新規のPrPScであることが示された。典型的
vCJDとはEDTA存在下でのプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者の
PRNPコドン129はホモバリンであった。

31

異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）異型ク イ に同じ異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）異型ク イ 運動失調や記憶障害などを呈し 発症後 月 死亡した患者（ 歳女性）80080 2008/
04/25

80127 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

Biochem Biophys Res
Commun 2007; 364: 796-
800

正常な脳ホモジネートを慢性消耗性疾患エルクの異常プリオンとともにインキュ
ベートするin vitroアッセイを用いて、プリオンの転換について調べた。標準の条
件下（pH 7.4）ではPrPCからPrPScへの転換は同種（トナカイ、ムースなど）での
み効率的であったが、、酸性条件下（pH3.5)では異種（ヒト、ウシ、ハムスターお
よびマウス）においても転換が著しく促進された。基質の部分変性によって構造
上の変化が起こり、遠隔種

32

80033 2008/
03/18

71045 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

Biologicals 2007;
doi:10.1016/j.biologicals.2
007.04.005

異なるポアサイズのウイルス除去膜を使用し、異なる処理を行ったスクレーピー
プリオン蛋白（PrPSc）の除去能力を評価した。超音波処理により粒子径分布を
至適化するように調製した263K MFをスパイク物質として使用したときは、75nm
のろ液中にPrPScが検出された。15nmのろ過のみが全ての条件でウエスタンブ
ロット法の検出限界以下までPrPScが除去されることが示された。しかし、　1条
件下の15nmろ液のバイオアッセイの結果では、感染性PrPScが確認された。

異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ 異なるポ サイズ ウイ 除去膜を使用し 異なる処理を行 た ク ピ80033 2008/
03/18

71045 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

J Biol Chem 2007; 282:
35878-35886

トランスジェニックマウス（101LL)を用いた感染性実験の結果、TSE疾患の臨床
症状と脳の空胞化という徴候を示すがPrPScのレベルが低いかもしくはイムノブ
ロット法では検出されない動物の脳組織内に、高力価のTSE感染性が存在しう
ることが明らかとなった。この結果はPrPScのレベルと感染価との間の相関性に
疑問を投げかけるものであり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全
く含まない組織が感染性となりうること、および高力価のTSE感染性を有しうるこ
とを示すものである。

33

異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ ト ジ ク ウ （ )を用 た感染性実験 結果 疾患 臨床異型ク イ ト ジ ク ウ （ )を用 た感染性実験 結果 疾患 臨床異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ80100 2008/
05/30

80207 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

J Virol 2008; 82: 3697-
3701

非典型的BSE株の1つであるBASE(またはBSE-L)の感染性およびヒトでの表現
型を調べた。BASEウシ由来の脳ホモジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するト
ランスジェニック(Tg)マウスに接種したところ、60%が20-22ヶ月後に感染し、古典
的BSEに関する報告より高い感染率であった。BASE感染ヒト化Tgマウス脳にお
ける病因性プリオンのアイソフォームは、元のウシBASEまたは孤発性ヒトプリオ
ン病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ向性であった。

34

80059 2008/
04/22

80083 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

Microbiol Immunol 2007;
51: 1221-1231

感染動物モデルにおいても、血中のPrPresは白血球を除きめったに検出されな
い。新規の酸性SDS沈殿法と高感度化学発光法とを組み合わせることにより、プ
ロテイナーゼK耐性3F4反応性タンパクが、スクレイピー感染ハムスターの血漿
中からは検出されるが、疑似感染ハムスターでは検出されないことが示された。
血漿中においてPrPresは他の血漿タンパクと糖鎖を通じて凝集しており、スクレ
イピー感染ハムスター血漿において検出可能となったことが示唆された。

35

異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ 感染動物 デ にお も 血中 は白血球を除きめ たに検出されな異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ 感染動物 デ にお も 血中 は白血球を除きめ たに検出されな80062 2008/
04/22

80086 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

Prion 2007 P04.102
2007年9月26-28日

1987年6月から1998年9月にかけて出荷された計175バッチの血漿製剤中に、後
にvCJDと診断された11名からの供血が含まれていたが、これらの製品に関係し
たｖCJD症例は今までのところ全く報告されていない。これは赤血球輸血によると
思われるｖCJD感染が3例あることと対照的である。血漿分画製剤の製造工程に
よるプリオン除去効果を調べたところ、2.7～11.5log以上の除去能があることが明
らかとなった。

異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ異型ク イ に同じ80045 2008/
03/25

71075 異型クロイ
ツフェルト・
ヤコブ病

Prion 2007; 2007年9月
26-28日 Edinburgh
P04.51

73歳の受血者で生前に特定されたvCJDの非典型的症状の報告である。患者は
1997年12月に輸血を受けたが、供血後にvCJDを発症した供血者由来の赤血球
製剤であった。輸血から6年後、受血者は疲労及び集中困難を訴えたが、神経
学的検査及び脳MRIは正常であった。この6ヵ月後に神経学的症状が発現し、進
行したが、血清学的検査は正常であった。MRIでは視床背側核全体の顕著な信
号変化が示された。vCJDの長期潜伏期間と無症候状態は、重大な公衆衛生問
題を提示する。

異型ク イ 年 月 歳 受血者 生前に特定された 非典型的症状 報告 ある 患者は異型ク イ 年 月 歳 受血者 生前に特定された 非典型的症状 報告 ある 患者は異型ク イ 年 月 に同じ異型ク イ 年 月 に同じ異型ク イ 年 月 歳 受血者 生前に特定された 非典型的症状 報告 ある 患者は
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